
「地震」「風水害」など、様々な災害が想定されていますが、その備えや災害時にとるべき行動は、災害の種類により

大きく異なります。

例えば、地震はいつ発生するかわかりませんが、台風などは災害の発生の高まりを予測することができます。

地震は、発生後に住まいに被害を受け生活が困難となった方が避難しますが、台風の時は災害が発生する前の事前避難

が原則です。

このように「災害」といってもその対応はそれぞれ違います。

それぞれの災害特性を正しく理解し、必要な備えにつなげて

いただきたいと思います。

災害時に最も重要なことは命を守ること。

家族や大切な人を守るためには、自分自身が無事でなくてはいけません。

そのための備えや行動を学び、実践してください。

そして、ご家族や知人・友人に伝えてみましょう。

茅ヶ崎市の災害リスク と とるべき行動
茅ヶ崎市防災対策課 令和４年１０月
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～主な災害リスクと茅ヶ崎市のリスク～

地震と風水害では、異なる災害リスク

があります。

また、避難のタイミングとしては、

・地 震→発災後（予測ができない）

・風水害→発災前（ある程度の予測可）

といった大きな違いがあります。

茅ヶ崎市は地域ごとに異なる災害リスク

があります。

まったくリスクのない地域はありません。

災害時には、被災した地域と被災を免れ

た地域でのたすけあいがとても重要とな

ります。
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建物倒壊・家具転倒に

ついては、地震発生直

後０分～３分の間に市

内共通で発生する可能

性があります。

津波については、地震

発生後、最短５分で津

波が到達するおそれが

あり、主に沿岸部地域

に被害が発生する可能

性があります。

火災については、地震

発生後５分～数時間後

に様々な場所で発生す

るおそれがあり、延焼

するおそれがある場所

は地域ごとに特性があ

ります。

圧死の死者の９割が即死。震災時、負傷者の原因の大半は家具類

圧死は、家屋の耐震化と家具の固定等の事前の対策で明暗が分かれる

耐震補強・家具固定・生活空間のレイアウト見直し

助けられる側から助ける側へ 「自助は最大の共助！」

日頃から津波によるリスクをハザードマップなどで確認し、

避難経路、避難場所を決めておく

津波警報等が発表されたり、海辺で大きな揺れを感じたら、

海から離れ、迅速に高い安全な場所へ避難する

避難する場所は、津波一時退避場所、高台など安全な場所

津波警報・注意報が出ている間は避難を続け、

海岸には近づかない、そして戻らない

防災行政用無線、ラジオなどで正確な情報を入手する

地震火災の原因の大半は、電気による火災。

感震ブレーカー等を用いてしっかりと予防対策

地震が発生し、火災が起きたら、まず初期消火

天井までの火なら → 消火器、水バケツ

天井まで火がいってしまったら → 移動式ホース格納箱

避難する場所は、広域避難場所などの木造密集地域から距離を置ける場所

消火活動をしても延焼を阻止できない場合、身の危険を感じた場合、

命を守るため避難する

火災の危険性がなくなってから避難所へ移動する

２

【 地 震 】



●まずは自宅のリスクを確認！

リスクがあれば、「洪水」も「土砂災害」も避難する！！

●市からの情報をとる！！

●「逃げさき」を決められない時は、家族や近所の人に相談する！！

●洪水はしなくても、道路などに水があふれることがあるため、

「突然の大雨」のときは低い場所に近づかない！！

●「暴風」の時は外に出ない！！

（家が安全な人は、屋内で安全を確保する）

～ 風 水 害 ～

リスクがあれば、ご家庭のハザードマップとガイドＢＯＯＫを確認、

「かんたんマイ・タイムライン」をつくって そなえましょう！

３

【 風 水 害 】



防災行政用無線で放送された情報がとれる

ハザードマップや避難所の情報などもとれる

防災・緊急情報！
市公式LINE
友だち追加
の方法

市公式Twitter
アカウントフォロー

の方法

４

食料や飲み水以外にも
ないと困る備蓄品

各家庭７日分の食料や飲み水
を無理なく備蓄する
→「ローリングストック」

地震であれば自宅は被災していないかつ余震や火災等の二次災害の心配がない場合、

風水害であれば自宅にはリスクがない場合は、必ずしも避難は必要ありません。

ただし、市からの情報をとることやライフラインが麻痺している状況へのそなえ（自己備蓄）

は必要となります。

【 情 報 収 集 と そ な え 】




